
◆実車ガイド
・ 箱根登山電車は小田原～強羅間を結ぶ最急勾配80‰(パーミル)の鉄道です
・ 2000形サン・モリッツ号は1989年に登場した車両で、第1・第2編成は

2両編成で製造されました
・ 1993年にそれぞれ中間車が製造されて3両編成となりましたが、2004年には

中間車を1000形へ譲り再び2両編成となっています
・ 第2編成は1999年より、姉妹提携を結ぶスイスのレーティッシュ鉄道の車両

に合わせた塗装となっていましたが、2014年には3000形アレグラ号の運転
開始に合わせてアレグラ塗装に変更され、3000形1両と併結して3両編成
での運転も行われています

・ 塗装変更以降にヘッドライトのLED化やシングルアームパンタグラフへの
※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 載せ替えが行われ、外観が変化しました 【文責：トミーテック】

◆製品化特徴 ◆ここがポイント
・ シングルアームパンタグラフを搭載した姿を再現
・ ヘッド・テールライトは常点灯基板装備、ON-OFFスイッチ付
・ ヘッドライトは白色、テールライトは赤色で点灯
・ 前面表示部は非点灯、行先シール付属
・ 車番は第2編成の番号を印刷済み
・ トレーラー車室内はロングシートを再現
・ モーターはフライホイール無し
・ 従来集電システム、銀色車輪採用
・ 運転台側はTNカプラー(SP)装備
・ ミニカーブレール対応

<特記事項>
・ <98006><98007><98061>は生産中止となります

各画像は実車および試作、開発中のものです　実際の製品仕様とは異なる場合があります

セット両数 2 両

予価

株式会社小田急箱根商品化許諾済

◆実車ガイド
・ 箱根登山電車は小田原～強羅間を結ぶ最急勾配80‰(パーミル)の鉄道です
・ 3000形アレグラ号は2014年に登場した両運転台の車両で、同年に2両が

登場し、また2019年に2両増備され計4両が製造されました
・ 前面・側面ともに大きな窓ガラスを採用し、箱根の雄大な自然を乗車

しながらに体験できる車両となっています
・ 2019年に増備された車両はヘッドライトが4灯から2灯へと変更され、従来の

車両についても同様に変更されました

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴 ◆ここがポイント

・ ヘッドライトが4灯から2灯へと変更された姿を新規製作で再現
・ 車番は2019年5月に増備された車両である｢3003･3004｣を印刷済み
・ ヘッド・テールライトは常点灯基板装備、遮光板によるON-OFF

切り替えが可能
・ ヘッドライトは白色、テールライトは赤色で点灯
・ 前面表示部は非点灯、行先シール付属
・ モーターはフライホイール無し
・ 銀色車輪採用
・ TNカプラー(SP)装備
・ ミニカーブレール対応

<特記事項>
・ <92198>は生産中止となります

各画像は実車および試作、開発中のものです　実際の製品仕様とは異なる場合があります

セット両数 2 両

予価

株式会社小田急箱根商品化許諾済

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

(税込)

トミックスインフォメーション

箱根登山電車２０００形サン・モリッツ号
（アレグラ塗装）

JANコード 4543736981480 ¥13,530

品番 98148 品名 箱根登山電車２０００形サン・モリッツ号（アレグラ塗装）セット

発売月 2025年4月

＜別売りオプション＞
室内灯：<0733>ＬＣ白色　

2024.10.10発信

箱根登山電車 ３０００形アレグラ号

＜別売りオプション＞
室内灯：<0734>ＬＣ電球色

紙箱

¥16,170 (税込)

紙箱

パッケージ形態182×131×33mm

品番 98149

182×131×33mm パッケージ形態

品名 箱根登山電車 ３０００形アレグラ号セット

発売月 2025年4月 JANコード 4543736981497

■セット内容・編成例

■セット内容・編成例

原産地 日本 パッケージサイズ

原産地 日本 パッケージサイズ

POINT：2
シングルアームパンタグラフを

搭載した姿を再現

POINT：1
ヘッドライトはLEDへ換装された姿を

イメージし、白色で点灯

POINT：2
車番は2019年5月に増備された

車両である｢3003･3004｣を印刷済み

POINT：1
ヘッドライトが4灯から2灯へと変更

された姿を新規製作で再現


